
9属トマ＊ーワ遍偏！：•5.175
東京都渋谷区渋谷2-5-9 パル青山502 トマ喰い虫社 fl'03(498)6095 

●核トマホーク搭載艦の本命、戦艦.::.ユージ

ャージーの日本寄港がいよいよ現実になりそ

うな気配です。安倍外相は国会答弁でこれま

でとうりの非核の念押しをすると述べるにと

です。入港先は横須賀が有力ですが「母港化

」のうわさとともに佐世保も捨てられない。

いずれにせよ、これは現地だけの問題ではな

い。いや、もはや日本全体が「現地」なので

どまっています。しかし、ニュージャージー す。あらゆるところでニュージャージーは来

が「核」トマホークを積んでいることはもは るな！の声を上げましょう。そしてそれは決

や疑う余地のない事実であることは今号に娼 して不可能な事ではない。ョコスカの新倉さ

載した数々の責料や誕言が語っている通り んが本紙［主張」で語っているように••

/)位r,t加箪加叫e/Ji(/ ♦ I)ムパック86に参加

誨を績碁亀に多るな｝書界同時行動する自衛艦に抗議の声、 6:29： ぷ を上げながら感じた胸

~2~‘”'y(Ji(JS‘“／血rぐぷ竺＄忍に） ：；：：：雷、：：：
うか。トマホークの使

用すら想定されるこの

演習へと旅立つ2000人

の自衛官の姿にこの国

の現状が凝縮されてい

る。回を重ねることに

少なくなっていくマス

コミのとりあげかたも

またわたしたちのここ

ろを重くする。

●原潜の入港ー4/26

ィンディアナポリス

5/15 タニーが横須

賀へ。

じ
｀

あなんる全厚遵’の玲厚ん一

●繕持会員（月閥会費）
l'1]体 1口 2000円
個人 1口 1000円

●参加会員（月閻会費）
団体 1口 1000円
個人 1口 500円

●通信会員
釘I目2000円
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ニ
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二
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に
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ル
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に
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五
0
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役
し
朝
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に
書
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撃
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主
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そ
の
ご
再
び
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ポ
ー
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／
六
八
年

ふ
た
た
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現
役
復
帰
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六
九
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退
役
、
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ポ

ー
ル
化
／
八
一
年
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
「
六
百
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構
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て
み
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役
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ソ
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エ
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巡
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ホ
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べ
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正
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ニ
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ニ
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。
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四
月
二
八
日
朝
、
環
太
平
洋
合
同
演
習
「
リ
ム
バ

ッ
ク
86
一
に
参
加
す
る
自
衛
艤
が
横
須
賀
を
出
港
し

て
い
っ
た
。
一
八
日
、
海
上
自
衛
馘
が
発
表
し
た
参

加
艦
船
及
び
兵
力
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。

■全
体
指
揮
官
：
岩
沢
徹

（
第
二
護
衛
隊
群
司
令
・
将
補
）

■派
遺
人
員
：
約
ニ
―
四

0
名

■派
遺
艦
船
：
護
衛
艤
I

し
ら
ゆ
き
」

き
」
「
は
る
ゆ
き
」

須
賀
）

L— 

「
い
そ
ゆ

（
以
上
第
一
護
衛
隊
群
ー
横

「
く
ら
ま
j
一
み
ね
ゆ
き
」
「
た
ち
か
ぜ

i
さ
わ
か
ぜ
」
（
以
上
第
二
護
衛
隊
群
ー
佐
世

保
〉
潜
水
艦
「
た
か
し
お
」

■航
空

機

p

3
c八
機
（
一
機
は
五
月
七
日
、

他
は
一
五
日
に
厚
木
を
出
発
）

一
方
、
四
月
一
八
日
付
「
読
売
」
に
よ
れ
ば
、
米

海
軍
か
ら
は
、
原
子
力
空
母
「
カ
ー
ル
ピ
ン
ソ
ン
」

通
常
型
空
母
「
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
」
二
個
機
動
部
隊
に

リ
ム
パ
ッ
ク

(4 

甫料わ百

米下院軍備委員会r畏達・核兵器小委員会」にお
けるトマホークシスプムに関する証言 （抜粋）

米海軍合同巡航ミサイル計画局長

S.J．ホステットラー海軍少将 茫．).13 

There were no nuclear Tomahaw畑 aboard.At the present time 
both battleships-Iowa and New Je西—are carrying [deletedl 
Tolilahawks, [deleted]. We want to know how t~ey ~old up_ under 
the stress of the environment, in the magazines, but these ships are 
fully capable of shooting those [deleted_] sh_ould the need arise. 

゜
、’

革
鉦
罰
、

日
本
も
パ
ス

く
わ
え
、
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
級
エ
イ
ジ
ス
艦
「
ビ
ン

セ
ン
ト
」
が
参
加
す
る
。
ま
た
四
月
一
九
付
「
毎
日

」
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
」
の
参
加
も
予
想
し
て

い
る
。
英
空
母
一
イ
ラ
ス
ト
リ
ア
ス
」
は
出
港
直
後

ア
オ
テ
ア
ロ
ア
(

¥

N

)

発

（略）
ストラットン議員：提督、ベイルートで委員
会がみたニュージャージーにのっていたトマ
ホーク。あれは一体伺だったのですか？ 対
艦トマホークですか？ あるいは陸上目檬を
たたくもんですか？

ホステットラー：議長、こらんになったニュ
ージャジーが搭載していたのは対艦と対嶋攻
撃季核ミサイルの混合ミサイルでした。当騎
主として搭載していたのは対艦の種顕でした
が。しかし、対地ミサイルも二基搭戴してい
ました。
ご記億かましれませんが、二年蔚、私はト
マホーク計画を再鬱簗するにあたって、必夏
な変更をいくつか加えて、計画全体を秩序だ
てるために、通常型対嬉攻攣ミサイルの初厨
作戦能力計画を中止することを決めました。
しかし、最初のあの二基の対地攻撃用のもの
をニュージャージーに係留運置目的のために
搭載することを許されました。これは、初朗
作戦能力以前の闘題でしたが、充分発射は可
能でした。

、
“
t
i
賽
た
力

9
9道
ヽ
'

-
r
l
e
常
つ
重
［
の
●
記

ず
de
通
か
文
は
型
て
た

れ
（
、
な
う
に
常
み
は

も
廠
は
い
い
分
通
と
文

に
削
で
て
と
狐
び
る
鼠

側
［
こ
し
、
の
よ
い

の
は
こ
載
比
］
お
て
籐

録
分
。
搭
対
除
核
れ
集

事
圏
る
か
の
削
［
さ
編

議
る
あ
し
と
r
ー
は
記
（

会
わ
で
ル
J
て
い
と
。

議
関
ー
ン
イ
去
っ
る
］
い

米
に
）
サ
過
い
あ
の
な

*

J
d
ミ

rら
］
方
い

当時は、核トマホークは搭戴していません
でした。しかし、現在は、アイオワとニュー
ジャージ一両戦艦とも［剛戴］トマホークヲ
搭戴しています［削廠］。
われわれは、それらが露翼の圧力の下で、
マガジンの中でどのように耐えられるかを知
りたいのです。
しかし、これらの艦はこれらの［剛戴］を
必要とあらば発射する艦力を持っています．

ストラットン議員：それらは、覆艦にだけ鱈
載されているのですか？ 鰹の水上艦には鱈
載されていませんか？

ホステットラー：われわれはメリルに対艦ミ
サイルの初厨作戦能力を行ないました。その
艦はすべての種類のトマホークに対し完全に
能力を持っています。われわれはメリルを今
日対麹攻撃兵器の実霰テストのためのテスト
艦として使っています。 （略）

ロ
ン
ギ
発
百
ナ
カ
ソ
ネ
氏
を

奴
心
ら
せ
る
？

に
火
災
を
起
こ
し
参
加
不
可
饒
に
な
っ
た
が
、

ム
パ
ッ
ク
」
は
太
平
洋
に
と
ど
ま
ら
ず
文
字
ど
う
り

西
側
最
大
緞
の
海
軍
合
同
演
習
で
あ
る
。

（
抗
議
行
動
は
「
各
嬉
の
動
き
」
に
）

●
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
ニ
ー
ツ
キ
ー
氏
か
ら
眉
け
ら

れ
た
現
増
の
朝
刊
轍
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
」
に
よ
れ
ば
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
ロ
ン
ギ
首
相
の
訪
日
が
中
止

に
な
っ
た
（
三
月
二
八
日
各
轍
）
の
は
、
首
祖
の
「

朝
日
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
三
月
四
日
付
「
ス
ク
ラ

ッ
プ
情
報
」
M
o
5
)

が
原
因
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
首
相
は
「
と
こ
ろ
で
霞
霞

中
の
霞
問
は
、
日
本
を
出
て
直
接
に
こ
ち
ら
に
東
る

艦
が
核
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
と
き
に
ど
う
す
る
か

だ
」
と
「
笑
い
な
が
ら
」
罰
っ
て
い
る
。
こ
の
く
だ

り
が
日
本
政
府
の
怒
り
を
か
っ
て
「
来
日
拒
否
」
と

な
っ
た
と
い
う
見
方
だ
。
も
ち
ろ
ん
両
国
政
府
と
も

否
定
し
て
い
る
が
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
中
曾
椙
氏
や
レ
ー
ガ
ン
氏

に
と
っ
て
「
核
問
題
」
が
い
か
に
泣
所
で
あ
る
の
か

を
物
語
っ
て
い
る
。
「

N
Zイ
ン
バ
ク
ト
」
は
そ
こ

に
命
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
ア
キ
レ
ス
讀
を
チ

ョ
ン
切
る
の
は
私
た
ち
の
役
目
だ
。
（
編
集
狐
）

●
英
国
艦
臓
の

N
Z訪
問
計
画
が
非
核
政
策
の
た
め

に
取
止
め
に
な
っ
た
こ
と
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
だ
が
、
同
艦
臓
の
寄
港
予
定
地
か
ら
は
日
本

も
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ア

オ
テ
ア
ロ
ア
平
和
運
動
の
ニ
ッ
キ
ー
・
ハ
ー
ガ
ー
氏

に
よ
れ
ば
、
同
運
動
が
最
近
英
国
か
ら
入
手
し
た
寄

港
予
定
培
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

＊
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
米
国
・
カ
ナ
ダ
・
饒
国
・
タ
イ

プ
ル
ネ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
イ
シ
ア
・
バ

バ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ホ

ン
コ
ン

直
前
ま
で
太
平
洋
上
で
合
同
演
習
を
行
な
い
、
す

ぐ
お
隣
り
の
韓
国
に
寄
港
す
る
の
に
な
ぜ
日
本
だ
け

バ
ス
す
る
の
か
？
こ
れ
は
や
は
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
「
イ
ン
バ
ク
ト
」
の
ひ
と
つ
に
ち
が
い
な
い
。

N
Z
へ
の
寄
港
と
り
や
め
が
非
核
政
策
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
縫
の
目
に
も
明
ら
か
な
以
上
、
同
じ

艦
の
や
は
り
「
非
核
」
を
た
て
ま
え
と
す
る
日
本
寄

港
に
よ
っ
て
あ
ら
た
な
論
争
の
火
種
を
徽
く
こ
と
を

、
レ
ー
ガ
ン
氏
も
サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
も
、
そ
し
て
議
よ

り
も
中
曾
根
氏
が
恐
れ
た
の
だ
ろ
う
。

．
．
．
．
．
恐
恕
翠
唸
ぶ
5

窯
梁
恐
．
捻
恋
忠
恐
綴
惑
苺
澤
盛
啜
澤
・
滓
盛
翠
締
澤
澤
寧
繹
睾
繹
響
疇
響
寧
疇
霙
碑
螂

]
i
~
巡5]

ロ
ニ["
1
X
5
.
"
ぷ
吟

蕊
翠
．
応
璽
鬱
鬱
総
鬱
総
盛
総
綴
怒
燃
繰
総
苓
渋
恕
婆
葵
・
5

い
え
翠
翠
怨
器
．．
 
必
・
茶
葵
・
差

、.̀

「リ

：`唸；□．9::.9.‘·ヽ ．：．：ここ—笠·ニニ駐ヽ碕
Japan Ti1es 85.3.23 
■米海軍メキシコw湾にトマホーク試射梅域
を設定

（記事の主な内容は大西洋艦羅によるトマホ
ーク発射テストをメキシコ湾で開始するとい
うものであるがその中に次の注目すべき一節
がある。）

注目
ポークスマノはつ

のように語った。
ーニ隻の潜水艦と、三隻の水上艦が核トマ
ーク搭載承認済みである。三隻の水上艦と
は戦艦ニュージャージ一＿、アイオワそして駆

（略）
二隻の大西洋艦臓所属艦に近い将釆トマホ
ークが搭載される予定である。

.”“ .. 



(7) 
(6). 

[
熊
本
]
核
て
ろ
安
保
て
ろ
い
ら
ん
ば
い
熊
本
の
会

(
0
九
八
・
三
四
五
•
五
九

0
四
）
な
ど
四
団
体
、

個
人
の
呼
掛
け
に
よ
る
「

V
L
F送
信
所
調
査
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
五
月
―
一
日
行
わ
れ
る
0

[
呉
]
四

月
二
五
日
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
呉
市
民

の
会

(
O
八
二
三
・
七
三
•
四
六
六

0
)
が
呉
市
に

リ
ム
パ
ッ
ク
反
対
の
申
入
れ
。
二
八
日
に
は
ア
メ
大

、
防
衛
庁
に
も
参
加
中
止
申
入
れ
文
書
を
お
く
る
。

.
2
9
に
向
け
て
ヒ
ロ
シ
マ
や
中
国
地
方
の
労
組
な
ど

と
の
議
論
が
進
行
中
°
[
京
都
]
四
月
二
十
日
京
都

ト
マ
連
(

0

七
五
・
ニ
五
五
．
―
二
六
こ
に
よ
る

第
一
回
ノ
ー
ト
マ
ホ
ー
ク
デ
ー
。
四
条
河
原
町
高
島

屋
前
で
ビ
ラ
撒
き
の
後
、
市
民
定
例
デ
モ
に
参
加
。

第
二
回
は
五
月
一
日
。
四
月
二
八
日
、
リ
ム
パ
ッ
ク

参
加
艦
船
の
出
港
に
あ
わ
せ
て
街
頭
ビ
ラ
撒
き
。
ま

た
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
に
抗
議
し
て
電
報
を
送
る
。

五
月
三
日
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
に
反
対
す
る
ビ
ラ
撒
き

と
歩
道
デ
モ
。
十
六
日
に
は
公
開
講
座
「
基
地
の
島

・
沖
縄
の
現
状
」
講
師
に
高
嶺
朝
一
氏
（
琉
球
新
報

）
を
招
<
。
[
愛
知
]
「
五
月
依
佐
美
行
動
」
に

向
け
た
実
行
委
が
あ
い
ち
反
戦
の
会
、
京
都
ト
マ
連

を
中
心
に
発
足
。
五
月
十
七
日
、
依
佐
美
基
地
の
あ

る
刈
谷
市
内
で
ス
ラ
イ
ド
上
映
、
付
近
千
五
百
戸
に

（
編
集
部
・
神
奈
川
民
衆
会
議
た
ま
き
）

四
月
―
二
、

ご
二
の
二
日
間
、
横
浜
で
ひ
ら
か
れ

た
第
七
回
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
全
囚
会
議
を
か
け
あ

し
で
レ
ポ
ー
ト
し
た
い
。
会
場
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

生
活
館
〈
生
活
ク
ラ
プ
生
協
本
部
〉
主
催
は
非
核
市

民
宜
―
―
―
口
運
動
・
ヨ
コ
ス
カ
、
日
韓
連
帯
神
奈
川
民
衆

会
議
、
神
奈
川
在
住
反
ト
マ
運
動
会
員
有
志
（
生
活

ク
ラ
プ
生
協
組
合
員
を
ふ
く
む
）
の
三
者
。
二
日
間

で
百
人
の
参
加
を
え
て
盛
況
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ッ
プ
情
報
参
照
）

●
三
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

全
国
会
議
の
つ
ね
と
し
て
、
今
回
も
開
催
地
神
奈

川
の
特
色
を
生
か
し
た
企
画
が
立
て
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ

成
果
を
お
さ
め
た
。

[
ほ
ん
と
の
非
核
へ
神
奈
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
]

か
な
が
わ
非
核
交
流
会
や
市
民
連
帯
フ
ジ
サ
ワ
、

上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の
会
、
生
活
ク
ラ
プ

生
協
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
有
志
が
準
備
会
を
つ
く
り
内

容
を
企
画
、
運
営
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

(

6

t
ー
ジ
6う
）

今
回
の
会
議
の
成
功
に
は
沢
山
の
縁
の
下
の
力
が

あ
っ
た
。
生
活
ク
ラ
プ
生
協
の
み
な
さ
ん
。
ウ
ド
の

会
や
神
奈
川
民
衆
会
議
、
ヨ
コ
ス
カ
を
は
じ
め
県
下

各
グ
ル
ー
プ
の
人
々
、
ス
ベ
ー
ス
・
オ
ル
タ
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
、
会
場
で
感
謝
の
意
を
表
わ
す
事
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
そ
ま
き
な
が
ら
、
ご
く
ろ
う

さ
ま
。
あ
り
が
と
う
。

（ス

声
全国会ぬ
の報告

「
自
治
体
を

4.l2~ 1う
ョコハマ

ビ
ラ
入
れ
0

[
首
都
圏
]
反
ト
マ
首
都
圃
運
動
、
非

核
市
民
宜
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
、
自
主
舅
座
な
ど
六
団

体
の
よ
び
か
け
に
よ
る
反
リ
ム
バ
ッ
ク
遵
統
行
動
。

演
習
参
加
予
定
の
自
衛
官
約
五
百
人
に
不
参
加
を
呼

掛
け
る
手
紐
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
る
と
い
う
新
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
。
四
月
二
十
七
日
、
翌
日
の
出
港
を
前

に
ヨ
コ
ス
カ
で
デ
モ
。
四
十
人
。
出
港
当
日
の
二
十

各

氾

g

八
日
は
早
朝
か
ら
海
上
デ
モ
。
二
十
七
人
が
参
加
。

荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
全
艦
船
に
「
行
く
な
！
」
の

よ
び
か
け
。
五
月
十
二
日
に
は
参
加
各
国
大
使
館
に

中
止
の
申
入
れ
を
行
な
っ
た
。
十
八
日
に
は
各
大
使

館
を
巡
る
デ
モ
を
計
画
。
／
五
月
十
日
、
二
十
団
体

あ
ま
り
の
実
行
委
員
会
主
催
で
「
核
の
ゴ
ミ
野
放
し

法
案
を
つ
ぷ
そ
う

1
5
.
1
0
全
国
集
会
」
が
開
か
れ

た
。
ソ
連
の
原
発
事
故
も
焦
点
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

五
百
四
十
人
が
参
加
。
／
「

6
．
2
9
国
際
共
同
行
動

へ
の
準
備
進
む
（
二
十
八
氏
呼
掛
け
）
五
月
七
日
に

呼
掛
け
人
会
議
。
二
十
六
日
に
は
第
一
回
の
実
行
委

員
会
（
問
合
わ
せ
は
ト
マ
食
い
虫
社
へ
）
六
月
二
日

に
は
ハ
ワ
イ
の
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
氏
を
招
い

て
証
言
集
会
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
寄
港
阻
止
に
向
け

て
チ
ラ
シ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
絵
ハ
ガ
キ
を
作
成
中

。
五
千
ト
ン
ク
ラ
ス
の
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
の
「

ピ
ー
ス
ポ
ー
ト
」
の
プ
ラ
ン
も
0

[
大
田
（
東
京
）

]
五
月
二
し
四
日
、
大
田
共
同
行
動
(

O

三
・
七
七

五
•
五
九
二
二
）
主
催
に
よ
る
三
宅
島
ツ
ア
ー
に
二

十
名
参
加
。
現
地
で
は
寺
沢
町
長
と
の
交
流
も
持
て

た
0

[
横
浜
]
夏
の
反
核
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
、

上
漏
谷
基
泄
近
く
の
会
場
も
お
さ
え
準
備
に
拍
車
。

上
瀬
谷
で
は
六
月
八
日
に
反
基
地
集
会
0

[
横
須
賀

]
原
潜
入
港
時
の
基
地
ゲ
ー
ト
前
で
の
抗
議
行
動
が

粘
り
強
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
核

は
止
ま
る
、
も
し
あ
な
た
が
そ
う
思
う
な
ら
」
自
治

体
戦
略
を
説
得
力
豊
か
に
展
開
す
る
力
作
。
三
五
〇

円
。
（
問
合
わ
せ
、
注
文
は
非
核
市
民
宜
言
運
動
ヨ

コ
ス
カ

0
四
六
八
・
ニ
五

•
0
1
五
七
）

こ
ん
な
虫
み
つ
け
た
。

ド
マ
喰
い
且
B

5
判

32
ベ
ー
・
／

2

5

0
円

（

1
号
の
み

2

0

0
円

）

・、- - ----------.  

●璽fl!振讐稟京6-136148
（口座名 トマホークの配●を許すな／菖1l11遍動）

噸

ヽ

ー

ニ

―

―

―

ー

一

＿

―

ー

＇
ワ
竺
ー
ジ
＾

土
儘
に
し
て
い
か
に
非
核
を
寅
貫
化
す
る
か
」
非

核
兵
暑
県
宣
言
を
持
ち
、
沖
綱
に
つ
ぐ
第
二
の
墓
蜻

県
、
そ
し
て
い
ま
や
ト
マ
ホ
ー
ク
の
実
戦
配
備
基
地

と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
神
奈
川
で
、
こ
の
よ
う
な
議

論
が
正
面
き
っ
て
こ
の
様
な
願
ぶ
れ
で
始
め
ら
れ
た

こ
と
の
息
義
は
大
き
い
。
事
前
の
招
請
に
応
じ
て
県

の
渉
外
郎
か
ら
も
二
名
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
。
自

治
体
と
の
間
で
の
キ
チ
ン
と
し
た
核
状
況
認
識
の
共

有
を
ベ
ー
ス
に
、
自
治
体
独
自
で
の
核
チ
ェ
ッ
ク
・

入
港
拒
否
の
行
動
を
、
一
権
限
論
」
に
お
ち
い
ら
ず

に
求
め
て
い
く
こ
と
な
ど
が
熟
心
に
語
ら
れ
た
。

[
上
瀬
谷
基
地
ツ
ア
ー
]

ウ
ド
の
会
が
企
画
。
同
じ
く
通
信
基
地
に
取
組
む

熊
本
、
愛
知
の
メ
ン
パ
ー
を
は
じ
め
二
五
人
が
参
加

ア
ン
テ
ナ
群
を
間
近
に
見
上
げ
な
が
ら
、
基
地
増
強

計
画
や

O
T
H
レ
ー
ダ
ー
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
聞
く
。
評
論
家
の
海
管
薪
さ
ん
も
ま
じ
え
て
活

発
な
電
波
論
議
も
。

ー
ス
ケ
ル
ト
ン
・
ク
ル
；
！
ラ
イ
プ
]

ス
ペ
ー
「
ぐ
ォ
ル
タ
主
催
。
イ
ギ
リ
ス

C
N
Dと

し
は
し
ば
行
動
を
と
も
ー
に
す
る
彼
等
の
演
秦
c

決
し

て
一
且
に
心
地
よ
い
一
と
は
い
え
な
い
音
の
群
れ
。

そ
れ
て
い
て
心
と
体
の
芯
を
と
ら
え
て
は
な
さ
な
い

こ
の
力
は
何
だ
感
動
し
た
。

●
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
阻
止
ヘ
ゴ
ー
！

「
神
奈
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
は
さ
ん
で
約
九
時
闊

運
動
方
針
を
み
っ
ち
り
議
論
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

を
と
め
る
こ
と
は
本
気
に
な
れ
ば
決
し
て
不
可
能
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
に
で
き
る
す
べ
て
の
こ
と
を
今

か
ら
始
め
よ
う
。
神
奈
川
か
ら
は
県
内
キ
ャ
ラ
バ
ン

や
県
庁
前
で
の
座
り
込
み
な
ど
も
表
明
さ
れ
た
。
（

具
体
的
方
針
の
多
く
は
こ
の
「
通
信
」
の
中
に
あ
る

）
「
ト
マ
食
い
虫
」
の
編
集
部
か
ら
の
意
欲
に
み

ち
た
提
案
。

S
D
Iや
核
軍
縮
交
渉
へ
の
批
判
的
視

座
の
共
有
（
「
通
信
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

い
）
な
ど
多
く
の
示
唆
的
な
提
起
と
討
論
は
積
極
的

な
合
意
を
得
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
か
ら
呼
掛
け
ら
れ

て
い
る
「
海
を
核
基
地
に
す
る
な
世
界
同
時
行
動
」

に
つ
い
て
は
六
月
二
九
日
横
須
賃
を
中
心
に
呉
、
佐

世
保
を
含
め
た
三
大
海
軍
基
地
同
時
行
動
の
実
現
を

目
指
す
。
通
信
基
地
を
中
心
と
し
た
五
月
反
基
地
行

動
を
今
年
も
各
地
で
。

最
後
に
、
厚
木
、
逗
子
、
三
宅
島
の
住
民
運
動
へ

の
連
帯
ア
ピ
ー
ル
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
へ
の

抗
議
文
を
参
加
者
全
員
で
採
択
し
た
。

全
囚
会
議
、
次
回
は
八
月
下
旬
ま
た
は
九
月
上
旬

に
岡
山
あ
る
い
は
呉
、
ま
た
は
京
都
で
。



案
外
相
は
十
曰
午
前
の
衆
院
内
い
る
と
い
わ
れ
る
核
搭
載
可
能
の
戦
問
題
に
つ
い
て
「
安
保
条
約
第
四
条

!
'
:
'
’
:
!
-
.
'
一
t
:
,
;
"
,
;
'
:
'
・
・
:
-
,
'
-
-
‘
’

米
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港

A

)

 

知
L

「
非
核
原
則
」
を
念
押
し

0
9
 

•N諜も磁l{::t悶諄 r`-‘’ 評観・忠心に

米艦ニュージャージ一

砂
柏且

外相答弁

H
本
海
で
訓
練
計
画

•虻喝計画註碍誌

9
虐

l
c
k
1
稟
乙
鑑
零
伍
X
を
つ
け

撒

艦

に

搭

載

・

[

g

g

‘

呈

ぷ

記

阜

a

晋
れ
て
い
ゑ
置
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

％

怜

ト

マ

ホ

ー

名

奮

ジ

ー

の

旦

奮

を

の

襲

昌

ヮ
ン
ン
ト
ン
穴
日
上
大
問

l
職
か
杏
か
を
咬

A
溢
鵬
堂
忠
て

米
量
の
変
テ
ト
ラ
ー
巡
誓
サ
呼
ぷ
も
の
と
玉
笞
れ
て
い
る
。

イ
ル
計
画
室
長
（
少
将
）
は
十
八
一
ト
マ
ホ
ー
乞
爵
璽
苔
合

日
、
米
玉
萱
事
杢
号
・
鵬
善
撃

M

)

、
還
雫
甦
匪
誓
男
対
箪
墓
一

戦
力
小
委
員
会
で
証
言
、
ソ
遍
頓
土
ー
型

(
T
L
A
M
I
C
)
、

I

へ
の
戦
略
攻
撃
R
の
一
翼
を
担

2
呼
備
対
池
砿
翌
U
T
L
A
M
I
N
)

洋
発
射
貴
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
一
の
三
糎
類
あ
る
。
一
九
八
酉
ヰ
六
月

ク
」
の
属
を
増
華
．
拡
大
、
一
九
一
に
麟
会
公
聰
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

九
0
荏
岱
西
ま
で
に
百
九
十
八
隻
一
と
こ
ろ
に
よ
る
、

T
L
A
M

i

の
米
艦
船
正
霰
す
る
計
画
を
明
ら
1

の
艦
船
属
計
画
発
二
年
度
ま
で

か
に
す
る
と
と
も
に
、
核
、
非
畠
一
に
百
四
穴
彎
新
た
な
翌
g
計
画

用
の
巡
誓
サ
イ
ル
の
実
戦
配
鋼
が
に
よ
っ
て
、
九
0
年
代
半
ば
ま
で
に

本
格
ピ
て
い
る
事
実
堂
認
め
た
。
一
こ
の
ほ
か
の
五
十
筈
仕
圭
髯
さ
れA

)
 

吟
‘
9
'
標
的
上
空
で
爆
発

、,'̀
米
ミ
サ
イ
ル
成
功

4
・

た
は

P

れ
下
A
【
ウ
シ
ン
ト
ン
ニ
十
二
日
11
島
田

ゎ
。
一
ー
（
数
）
特
派
員
】
米
国
防
暑
は
二

で
実
十
二
日
、
初
の
空
中
爆
翌
モ
ト
マ
ホ

行
麟

鳥
奔
ー
ク
巡
感
r
I
I

サ
イ
ル
の
実
射
実
懃
J

ン
、
成
功
し
た
、
よ
器
し
た
。
同
省
ス

テ
爆

メ
射
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
実
験
は

レ
冥
ク
の
今
月
一
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
沖

ン
ル
の
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
島
で
行
わ
れ

サ
イ
州
サ
纏
た
。
同
島
か
ら
磨

9
麟
篇

ア
ミ
水
攣
か
ら
水
史
酋
き
れ
を
サ
イ

-
『

9

ル

は

、

醤

屋

習

畠

蜀

ほ

ォ
ク
っ
弯
、
震
的
占
れ
た
艦
上
攻
撃
磯

フ
ー
が
に
欝
、
同
綱
妥
謡
薔
（
笞
）

リ
ホ
上

カ
マ
え
に
入
っ
て
い
て
水
平
攻
撃
が
で
き
な

米
卜
燃
い
た
め
、
農
上
空
ま
で
来
る
薔

、
度
約
写
む
い
で
四
百
五
十
？
得
雰

欝
さ
せ
、
蠣
体
を
破
識
し
た
。

巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ポ
ー
ク
を
搭
載
す
る
米
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
（
四
五
、

0

0
0
'
,
)
が
八
月
、
日
本
に
寄
港
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
防
衛
庁
筋
は
十
四

日
、
同
艦
ほ
苫
際
、
日
本
海
に
入
っ
て
訓
練
を
行
う
方
針
で
あ
り
、
同
訓
練
に
海
上
自

懲
も
芭
守
る
よ
う
、
米
側
か
ら
区
き
れ
て
い
る
こ
」
J
を
明
ら
か
に
し
た
。
ソ
運
太

平
洋
艦
隊
の
基
池
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
に
ら
ん
で
の
示
威
行
動
の
憲
味
合
い
が
強
い
訓
練

で
、
同
艦
の
ト
マ
ホ
ー
ク
は
整
輝
頭
付
き
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
に
、
訓
練
が
実
施

さ
れ
れ
ば
、
ソ
連
3
諏
J
い
区
『
裟
翠
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
海
酋
懲
房
参
加
に

つ
い
て
は
堕
言
缶
で
「
綸
で
の
恭
偏
練
で
あ
り
、
閲
懇
g
な
い
j
年
す
盆
が
あ

｀
 

る
半
面
、
「
ソ
遍
こ
対
し
て
刺
讀
的
に
過
ぎ
る
」
と
い
ろ
慎
重
論
も
様
強
い
。

―
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
呈
鵞
画
が
あ
り
、
名
疇
日
本
の
さ
神
奈
出
複
屡
に
馨
累
る
、

に
つ
い
亙
、
四
月
十
八
昆
醤
か
に
冨
き
せ
た
い
」
自
冨
璽
宍
い
ろ
塁
し
が
習
っ
て
い
る
。

喜
爵
姦
商
し
た
米
太
醤
一
を
明
ら
を
し
て
い
る
。
具
体
的
な
一
旦
縛
詈
サ
イ
ル
醤
唇

一
艦
隊
副
司
令
官
・
ハ
ー
デ
ィ
ス
テ
日
痙
は
な
お
調
襲
中
だ
が
、
八
月
二
と
＋
隻
前
後
の
護
膏
艦
を
伴
い
H

水

「
ィ
中
憬
「
西
本
芦
で
馴
雙
砒
i
十
旦
羞
に
ま
ず
佳
侯
、
，
鯛
む
4

よ
弘
需
廠
」
わ
・
語
来
航
す
9

i

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

職

埠

i

m

,

.

二

十

四

隻

（

計

六

十

八

賑

ゅ

き
、
l
-
l

サ

イ

ル

ー

ニ

十

隻

（

計

二

十

九

隻

）

ー

を

だ

f

t

心

が

、

＄

昼

泰

ぷ

＆

f

曙
入

一
畠
f9
醤

t

゜

芥

用
2
『
介
・

,r 

＂
？
帥
t
而

t

の

も

。

）

L
と
。

P
,
'
F
:

悶

閲

ビ

屁

も

も

J

`

)

ー

不

｝

切

uー

K
な

ー

ケ

r
L

三
日

ー

、

、

ー

使

’

は

c

.

沖

↑

じ

＼

L
・

リ

ビ

ア

再

攻

撃

割
ェ
新

米

国

が

準

備

か

紗、

.

A

%

c

B

S

放
送
醐
道

【
ワ
ン
ン
ト
ン
五
日
廿
A
F
P
時

事
】
米
C
B
S放
送
は
五
日
夜
、
来

贄
菰
撃
磯
の
代
わ
り
に
巡
航
ミ

サ
イ
ル
を
使
っ
て
再
度
リ
ビ
ア
を
攻

事
す
る
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と

碩
じ
た
。
同
放
送
が
消
息
筋
か
ら
得
た
情
報

と
し
て
伝
え
る
き
を
よ
る
と
、

来
海
軍
ば
す
で
に
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を

搭
載
し
た
艦
船
に
、
地
中
海
に
向
か

ろ
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
中
に

ば
、
一
二
日
に
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に

入
っ
た
讚
水
艦
ア
ト
ラ
ン
タ
も
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。

同
放
送
は
、
リ
ビ
ア
に
対
す
る
新

た
な
軍
甕
咋
戦
に
関
す
る
決
定
は
ま

だ
下
さ
れ
て
い
な
い
が
、
シ
ュ
ル
ツ

醤
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
閣

僚
が
こ
れ
に
贅
成
し
て
い
る
と
詣
摘

し
た
。

寄
港
時
、
海
自
の
参
加
打
診

ィ
土
り
9

C
ク

リ

ー

う

L

:こ
て
、
ヽ
q
ョ
｀
し
T
J

ン

ブ

で

闘

っ

て

い

る

レ

ペ

ッ

カ

・

ジ

ョ

ン

ソ

ン

さ

ん

ー

＇

八

三

年

に

日

本

に

も

来

て

各

地

で

交

流

し

た

こ

と

か

ら

、

ご

存

じ

の

方

が

多

い

と

思

い

ま

す

ー

_

が

‘

兵

士

に

よ

る

暴

行

で

け

が

を

し

て

入

院

し

て

い

る

と

の

こ

と

で

す

。

イ

ギ

リ

ス

の

平

和

運

動

団

体

の

機

関

誌

r
ピ

ー

ス

・

ニ

ュ

ー

ス

」

（

五

月

二

日

号

）

に

よ

る

と

、

米

軍

の

リ

ビ

ア

爆

撃

に

抗

議

し

て

、

イ

ギ

リ

ス

各

地

で

様

々

な

闘

い

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

が

、

グ

リ

ー

ナ

ム

コ

モ

ン

の

女

違

も

、

基

地

内

へ

の

侵

入

行

動

な

ど

を

行

い

ま

し

た

。

彼

女

は

兵

士

に

捕

ま

り

、

「

ひ

ざ

ま

ず

け

」

と

い

う

命

令

に

従

わ

な

か

っ

た

の

で

、

統

で

何

回

も

激

し

く

打

た

れ

け

が

を

負

っ

た

そ

う

で

、

釈

放

後

、

病

院

に

送

ら

れ

治

療

を

受

け

て

い

る

と

の

こ

と

で

す

。

グ

リ

ー

ナ

ム

コ

モ

ン

の

平

和

キ

ャ

ン

プ

は

今

で

も

健

在

で

、

イ

ギ

リ

ス

だ

け

で

な

く

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

全

体

の

反

核

運

動

の

メ

ッ

カ

と

な

っ

て

お

り

、

彼

女

は

あ

れ

か

ら

何

回

も

逮

捕

さ

れ

な

が

ら

、

ず

っ

と

闘

っ

て

い

ま

し

た

。

彼

女

の

名

を

こ

う

し

た

形

で

聞

く

の

は

悲

し

い

ば

か

り

で

す

。

続

報

が

な

い

の

で

、

現

在

の

様

子

は

わ

か

り

ま

せ

ん

。

彼

女

に

激

励

の

手

紙

を

書

き

た

い

方

は

左

記
ま
で
。
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e
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d
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a
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G
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e
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h
a
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C
0日
曰

o
n
.
N
e
w
b
u

ry
B
e
r
k
s
,
 
E
ng
l
a
n
d
 

（

反

核

平

和

研

究

会

・

増

田

裕

）

の
行
懃
福
縫
を
名
笞
せ
、
柔
3

膏
庁
が
「
時
甥
置
」
益
霊
と
↑

苔
に
嚢
の
攣
艇
や
航
空
攣
を
出
経
纏
も
あ
り
、
米
側
は
日
本
暉
で
の

し
て
監
視
や
「
対
応
馴
練
」
を
し
て
訓
輝
爵
を
噂
希
望
出
て
い
る
と

い

る

。

い

う

。

店

薔

[

丙

に

も

「

今

存

芦

毛

合
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
訓
と
も
に
と
芝
て
も
、
対
潜
特
姻
叩

練
も
、
ソ
遍
盗
巴
霞
飯
圭
練
差
の
形
で
一
部
に
参
加
、
日
本
一

巡
洋
攣
フ
ル
ン
ゼ
（
ニ
ニ
、

0

8

輝
躙
部

M
訓
練
す
る
の
は
差
X
つ
か

ト
ン
）
が
新
た
に
配
鋼
さ
れ
た
こ
と
も
、
1
1
'
,
;
,
'
’
,

筈
み
「
威
力
偵
更
を
試
み
る
も
え
な
い
の
で
は
な
い
か
j
と
の
声
も

孟
。
来
側
は
、
日
本
寄
遷
の
票
に
の
、
と
観
測
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
。

こ
の
甑
老
呈
霞
入
れ
て
匪
暉
上
自
畠
の
爵
を
翠
名
の
し
か
し
、
ソ
晋
が
こ
れ
ま
で
以

す
る
盃
雲
を
差
を
、
海
ほ
、
四
需
藷
盗
津
を
主
贋
上
に
門
＜
藷
す
る
の
ほ
必
至
゜

上
自
膏
隊
部
隊
の
訓
練
参
加
を
非
公
海
域
と
す
る
た
め
、
海
自
部
隊
と
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
任
務
は
、
そ

式
に
打
診
し
て
茎
。
罰
累
篇
量
霜
て
お
き
た
い
畏
競
の
一
六
～
ン
（
四
〇
在
）
錮
に
よ
る
＿

前
に
行
わ
れ
る
か
、
寄
霞
に
な
る
。
言
に
窓
老
違
っ
て
自
前
の
霞
碑
射
撃
で
上
曜
作
戦
を
姦
す
る

る
の
か
は
、
患
粂
鴨
か
畠
え
ら
ー
，
霜
定
な
い
た
め
、
海
ー
！
↓
ー
ー
！
ー

1
l
'
`

峠

ぎ

れ

ま

で

に

も

し

ば

[

i

i

"

"

ぃ

一

●

賢

紅

謬

”

"

"

し
器
磨
中
心
仁
し
た
置
習

9の
宝

暑

箋

g

狙

い

ー

ク

に

簸

逗

付

き

爾

運

醤
の
墨
〖
｀
入
れ
、
訓
練
を
し
て
も
忍
と
み
ら
れ
て
い
る
。
付
き
が
あ
り
、
同
艦
笹
苔
溢

い
る
。
一
咋
年
末
に
来
航
し
た
原
子
米
側
は
、
十
八
日
か
ら
中
部
太
平
備
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

ヵ
翌
劣
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
（
八
一
、
津

ng
れ
る
「
リ
ム
パ
ッ
ク
8
6
]

い
な
い
が
、
整
暉
頭
と
ず
れ
ば
毀
芦

六

8卜
已
ー

I葦拿
房
渾
上
自
懲
醤
霊
蔀
慧
米
約
二
千
七

9。
日
本
海
靡
か
ら

墾
海
峡
か
ら
旦
拿
斐
り
、
ウ
ラ
唇
向
か
う
葦
中
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

姜

点

号

い

、

苔

ジ

ー

墨

酋

訓

練

を

苔

と

―

で

も

シ

ベ

リ

ア

内

陣

部

ま

で

届

き

、

っ
た
9

ソ

遵

臼

去

遷

あ

溢

霊

迄

匹

L
だ
。

U
れ
に
つ
い
て
、
防
ソ
運
に
と
っ
亙
、
の
差
に
ト
マ

、
:
,
.
,
;
.
‘
9
:

i
!
;
‘
1
1
"り
ホ
ー
ク
の
「
切
っ
色
を
突
き
っ

に
こ
魯
皐
、
日
本
の
翡
の
臭
鼻
夏
っ
い
て
は
「
昌
翡
式
に
何
も
言
っ
て
き
て
な
5
」
が
り
、
晶
屡
制
の
羹
に
恵
一

三
瞑
即
の
立
蝸
を
話
し
、
日
米
安
保
船
が
入
専
奮
合
俎
（
安
条
約
と
し
な
が
ら
も
、
一
般
論
と
し
て
影
響
を
与
え
る
の
を
道
け
た
い
、
と

体
制
を
お
互
い
に
守
っ
て
い
く
饂
〖
と
基
づ
く
）
需
畠
砕

mご
肩
庖
い
ろ
い
ろ
と
米
塁
入
の
塁
裂
る
と
み
合
る
。
咸

関
係
を
霞
た
い
」
と
途
へ
、
寄
る
：
米
憫
か
ら
申
し
入

1

れ

．．
 
，
土
璽
問
が
出
て
お
り
、
雙
否
諭
康
助
氏
（
社
会
）
の
賓
問
に
答
え

喪
磁
し
て
は
、
日
本
側
か
核
持
ち
ば
、
認
め
な
い
j
と
し
て
ゞ
寿
姦
あ
る
」
を
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
た
。

込
み
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
こ
と
で
米
側
の
事
前
協
・
の
提
案
が
網
提
ャ
ー
ジ
ー
入
溶
に
瓢
し
、
政
府
と
し
外
相
は
、
事
前
協
識
に
つ
い
て
ほ

を
改
め
て
米
側
に
伝
え
る
考
え
杢
示
で
あ
る
こ
と
を
織
り
返
し
た
。

•
8

て
信
頭
関
保
の
躙
認
を
行
う
考
え
を
「
曰
本
躙
が
提
案
す
る
立
鰻
に
な

し
た
。
た
だ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
寄
饗
に
つ
示
し
た
。
外
相
と
し
て
は
、
同
鬱
人
い
」
と
、
協
・
提
冥
柵
が
日
本
憫
に

(t 
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げ
ら
れ
る
形
に
な
る
。
こ
の
た
め

T
墓
g
担
釜
賽
釜
急
汽
、
事
，

々

匠

肇

を

サ

い

」

お

置

t

を



(1 1) (1 0)' 

リ
ム
パ
ッ
ク
な
と
に
反
対

A

買

三
千
百
人
が
参
加
須

H

讚

4
集
会
や
デ
モ
行
進

躙
太
平
洋
合
同
演
習
（
リ
ム
パ
ッ

ク
）
、
米
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

日
本
寄
港
、
天
皇
在
位
六
十
年
式
典

に
反
対
す
る
譲
憲
連
合
、
関
東
プ
ロ

ッ
ク
地
評
連
協
（
社
会
党
系
ほ
か
）

の
集
会
が
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、

横
須
賀
市
の
臨
海
公
園
で
開
か
れ
、

一
都
六
県
か
ら
三
千
百
人
が
参
加
し

た。
今
夏
に
も
計
画
さ
れ
て
い
る
米
戦

艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
日
本
窒
四

を
臨
止
す
る
闘
い
を
進
め
る
こ
と
な

と
を
盛
り
込
ん
だ
集
会
決
議
を
採

択
、
市
の
中
ヽ
心
街
を
雨
の
中
デ
モ
行

進
し
た
。

^
1
 

ー

ム

ヤ

し

K

•砕Mおlutm肱l

•阻急正、 P誼厨
B和‘‘荘

NZ反核法成立なら

5
カ
国
、
最
大
規
模
に

リ
ム
ハ
ッ
ク
8
6

英
海
軍
も
初
参
加

NJ入港阻止へ

●湛叩紅珈油り
な其屈！

ー
n
v
 

‘
/
,
2J
 

2J
I
 

＇ 
~
 

r ぐ
t

-

―

[

―

-

』

”

”

]

[

-

全
国
的
な
反
対
遵
動
を
織
り
広
げ
そ
の
手
始
め
と
し
て
圧
月
こ

よ
う
」
と
今
俊
の
活
動
に
つ
い
て
ろ
、
非
核
祁
市
宣
心
を
採
択
し
て

話

し

合

っ

た

。

い

る

限

を

含

む

限

内

市

町

村

．

一

卜

十
三
日
午
前
九
時
か
ら
始
ま
っ
四
を
中
心
に
回
り
、
市
に
や

U
民

た
運
鋤
方
針
に
つ
い
て
の
話
し
合
に
反
対
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す

い
は
、
約
四
時
閲
半
に
わ
た
り
む
よ
う
呼
び
掛
け
る
，
キ
ャ
ラ
パ
ン

わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
一
活
動
へ
懸
庁
前
で
の
座
凶
み
、

入
堕
反
対
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
行
動
六
月
と
も
う
わ
さ
さ
れ
る
衆
参
四
一

鑽
須
賣
に
書
漕
し
た
米
暉
漕
「
タ
ー
ー
ー
」

．r錮磁浪阜
（M佗l汰細、
罪（各瑯栂）

一
リ
ム
パ
ッ
ク
の

-
5

t
,
"
 

日
、
米
、
英
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ー
召
ア
五
カ

aに
よ
畠
太

平
洋
合
同
頴
置
リ
ム
パ
ッ
ク
“
」

に
参
加
す
る
羹
上
自
瓢
瓢
の
・
瓢

・
「
く
ら
」
（
五
、
一

C
Oジ）

「
た
ち
か
ぜ
J
(
三
、
八
五
0

之

な
ど
八
攣

U
暉
水
雪
た
か
し
お
」

一
（
一
｀
八
五
〇
し
ン
）
が
二
十
八
B

午
叩
九
睛
．
＇
嘉
疇

K.

畠
●
は
合
計
八
属
の
珂
・
ヘ

リ
コ
プ
ク
ー
歪
置
す
る
r
翫
八

・
i
,
'
 

•
八
·
g
」
編
成
で
、
鰤
八
•
八

墨
と
諮
水
艦
が
公
バ
ッ
ク
に

参
加
す
ゑ
趾
初
め
て
。
鵬
空
謳

-
6
)
 

ふ

躙

翡

図

日

＂

＂

ロ

品

1”
木
基
旭
を
出
昂
す
｀

羹

否

ス

タ

ー

ジ

9

ン

屡

た

。

体

賓

、

翌

、

畏

累

目

的

須

賣

市

に

入

っ

た

違

絡

に

よ

る

R

}

日
本
の
リ
ム
ハ
ッ
ク
覧
ほ
J

暑
瓢
疇
タ
ニ
ー
（
三
、
六
四

0
f
J
I
翌
日
数
簗
烹
胃
●
の
鑽
と
、
丞
量
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
緻
れ
で
四
回
目
茶
、
今
回
奮
大

ジ、

9
D
.
H
・

シ

ー

モ

ン

中

員

入

慢

齢

年

吾

且

来

、

一

墨

冨

厭

胃

レ

マ

ト

ン

（

六

‘

如

J

艇

、

製

繭

目

は

五

月

＋

戻
首
―
―

-+̂
9組
）

笠

＇

年

奇

。

属

昌

へ

の

番

誓

あ

§

ク

、

響

K
A
.
R
・

ピ

ー

八

日

か

戻

月

末

ま

で

2た
で

昔

匡

干

き

、

悉

蜃

璽

賃

入

9と
と

一

冒

。

ム

忠

含

―

―

-

+

貪

り

景

）

L
C
中
部
k
¥
洋
、
ハ
ワ
イ
沖
で
米

s
 

基
嬉
十
一
号
バ
ー
ス
に
入
疇
し
寧
た
、
外
壽
書
か
ら
唇
口
｀
績
が
土
＾
日
午
戴
十
一
暉
t
J
ろ
、
同
¥
‘
梨
祭
母
、
匿
詈
サ
イ
ル
シ

"
'
t
l
"
国
i
ta"
“
[
1

賽
｀
ー
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
Q
配
巳
、
心
f
霞
な
ど
，
t
な
墨

T-

雪

工

二

『

差

ジ

ェ

ー

ン

●

l
r
を
す

r

ー

軍

年

鑑

に

よ

？

き

一

ー

も

厩

に

．

Y
・

配
傭
済
み
g
れ
て
お
り
、
問
基

U

旭

届

土

＾

貝

畠

量

が

ア

一

ベ

ッ

ク

書

患

も

Eに
な
る
。
一

一
方
、
＇
閉
讚
山
市
長

反
洲
知
事
ぎ
の
日
、
プ
レ
マ
一

ト
ン
の
書
壽
遍
知
に
対
し
、
核
．

—
量
｀
―
-
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」

I
­

一

の

塁

の

書

無

を

誉

爵

に

璽

＿

す

；

、

貫

相

李

に

文

一

軍

賽

讀

レ

r

さ
れ
、
こ
と
し
で
十
回
目
。
誨
上

自
衛
隊
は
一
九
八
0
年
に
初
参
加

し
、
こ
れ
で
四
度
目
の
参
加
こ
な

歪
一
蕊
醤
か
ら
は
駆
逐
艦
一
隻
、

ー
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
二
隻
な
ど
六
隻
が

閃
r
仇
9

1
悶
「
リ
ム
ハ
ー
、
関
ー
に
柄
水
艦
「
た
か
し
お
」
（
一
、
八
一
初
め
て
馨
に
加
わ
る
が
、
参
加

ソ
品
は
h
i
j
ト
ハ
日
か
ら
四
ま
た
、
i
央
血
市
が
参
加
す
る
の
五
0

,

9

)

を
派
荘
す
る
。
予
定
だ
っ
た
経
空
母
イ
ラ
ス

E
ッ

I
h
1
1
間
の
，
忍
で
、
米
、
北
、
も
初
め
て
で
↓
リ
ム
ハ
ノ
ク
即
晟
衛
饂
と
侶
水
艦
の
両
部
諒
は
ア
ス
ニ
さ

00()-,)
~
四

I
I
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
応
人
中
汀
を
超
え
た
仇
内
的
規
今
月
二
十
八
日
に
拭
印
い
を
出
月
二
日
の
出
港
直
後
に
火
災
事
故

の
I
L
カ
国
が
乞
加
し
て
中
部
太
平
杓
の
大
即
習
と
な
る
。
氾
、
航
空
部
政
は
洲
訃
と
バ
を
起
こ
し
r

不
参
加
と
な
羞

代
で
火
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
允
灰
に
よ
る
と
、
茄
上
い
衛
砕
川
叫
に
分
か
れ
て
呼
木
が
地
を
出
し
e

い
る
か
証
L
I
I
衛
躁
は
卜
八
日
、
は
「
く
ら
ま
」
（
五
、
―

100",)

発

す

る

。

米

国

の

該

搭

誠

艦

船

の

和

氾

拒

そ
の
参
加
糾
校
を
発
表
し
た
。
こ
た
ち
か
ぜ
」
（
三
、
八
五

0
J
/
)
I
J
ム
ハ
y
ク
は
米
毎
叩
第
三
窮
名
を
表
叫
＞
た
ニ
ュ
ー
ジ
t
'
ラ
ン

農
糾
稟
八
も
、
対
柄
叩
戒
機
P
な
と
設
柘
艦
盆
1

と
対
忍
ヘ
リ
コ
ぽ
が
主
償
し
て
一
九
七
一
年
か
ら
＿
卜
は
、
今
国
は
参
加
し
な
い
呵
屯

孔
入
機
の
ほ
か
初
め
て
洒
水
艦
フ
タ
ー
八
機
か
ら
な
る
国
八
・
ス
タ
，
＇
卜
、
ほ
甚
石

-aも
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
で
最
八
広
諒
」
と
p
3
c八
磁
そ
れ
ワ
イ
を
中
心
と
し
た
海
域
で
実
施

安保義務を放棄

米が正式に通告4/)c
蜘（り）

核
原
潜
増
強
を
検
討

数
の
軍
縮
条
約
に
迎
反
し
て
い
る

ど
翡
し
。

米
政
府
当
同
者
に
よ
る
と
、
米

扉
計
画
担
当
苔
ら
が
二
十
五

百
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
会
怠

＜
【
ワ
シ
ン
ト
ン
ニ
大
日
A
P
や
忍
、
忍
い
ほ
隈
滋
爵
闊
、
ソ
嬰
ツ
条
約
違
反
へ
の
対

孔
旦
ェ
ー
デ
ル
マ
ン
悉
羹
強
計
画
登
狸
手
を
を
検
討
一
応
策
を
検
酎
葵
し
も
レ
ー

臼

蓋

闘

唇

竺

十

八

ヨ

の

記

こ

て

い

歪

洒

へ

た

。

う

夭

g

序

米

ミ

サ

イ

ル

暑

綱
名
会
嬰
、
米
国
は
ソ
連
に
よ
る
一
エ
ー
デ
ル
マ
ン
塁
は
、
ソ
迂
示
噌
だ
っ
七
決
定
を
工
前

臼
悶
餡
条
約
の
ネ
履
t
へ
の
対
が
入
七
二
年
と
七
八
年
の
第
「
に
さ
ら
に
胆
当
者
ら
の
会
合
が

t
白
と
し
て
、
核
ミ
サ
イ
と
翌
次
第
二
次
戦
略
兵
器
制
限
条
約
百
卵
力
む
歪
見
適
し
だ
。

‘
盆
茅
条
約
の
制
附
露
天
て
均
―

(
S
A
L
T
I、
I
I
)
を
只
淫
．

【
つ
シ
ン
ト
ン
ニ
H
ハ
日
1
1
=
-
ュ
，
．
ヌ
，
旦
ラ
リ
ア
両
国
こ
す
で
に
正
式

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
特
約
】
米
国
に
通
告
し
た
、
と
い
ろ
C
F

務
省
当
商
者
が
コ
し
ハ
ロ
昭
っ
た
と
一
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ホ
＇
‘

こ
ろ
に
よ
手
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ク
労
働
党
政
権
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
議
会
が
核
艦
船
奈
止
法
案
（
反
核
ド
政
府
に
対
し
て
反
核
法
案
の
成
立

法
案
）
を
可
決
す
れ
ば
、
米
国
は
オ
を
再
考
す
る
よ
う
織
り
返
し
働
き
か

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
け
て
き
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政

ド
・
米
国

(
A
N
z
u
s
)
相
互
安
府
U
し
て
は
仮
に
反
核
法
案
が
成
立

全
醤
魯
極
目
的
に
残
し
な
が
し
て
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の

ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
相
互
安
全
屎
陣
を
破
棄
す
る
用
意
は

安
全
飯
輝
攀
務
は
い
っ
さ
い
放
棄
す
な
い
も
よ
う
だ
。

る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ

］` [ ; i l, § E [ ! t :'〗信!’!9 i i 竺謬男悶彗邑
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ア
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ッ
ク
寄
港
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ヘ
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'lぐ囀旧紅四ら、1

沢
9
ソ
連
の
条
約
違
反
に
対
抗

米
堕
舌
空
母
が
リ
ビ
ア
沖
ヘ

B
 

¥
'
【
ワ
シ
ン
ト
ン
ニ
十
九
日
1
1
時

柁』
i
｀
亭
】
悉
屁
葱
島
が
二
十
九
日
明

一
｛
晏
じ
笠
夏
足
含
、
米

4
 竪

翡

翌

ン

タ

ー

↓

亨

盃

こ
の
ほ
と
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
ス
エ
ズ

冒
に
入
り
、
地
虫
海
の
リ
ビ
ア
沖

を
且
搾
し
て
剪
行
中
だ
と
い
う
。

か
琴
財
髯

い
る
空
母
コ
ー
ラ
ル
シ
ー
と
交
代
す

る
た
め
と
み
ら
れ
て
お
り
、
米
国
は

リ
ビ
ア
に
い
つ
で
髯
二
次
攻
撃
が

で
き
る
よ
っ
、
池
中
海
で
の
常
時
空

母
二
隻
鰈
勢
を
紬
持
す
る
決
憲
堂
ホ

し
た
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る。

4
:
‘
,
i
i
.
'
ヽ
ヽ
，
ヽ

eし
ー
、
t
・
ー
・
と
量
＇
量
＇

.

'

濤

i

'

ヘ

リ

奮

0., 



(1 3) 

共

墨

の

疇

殴

作

鐵

舟

【
マ
ニ
ラ
三
十
日
11高
野
特
派

S
フ
ィ
リ
ピ
ン

9-l＿十
日
の

昌
で
、
ル
ソ
ン
畏
3
バ
タ
ー
ン
半

島
に
疇
殷
が
道
や
と
5

て
き
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
初
の
墨
士
塩
黛
所
の
取
り

懲

を

結

食

、

醗

究

蝙

の

中

止
を
決
め
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
将

来
の
操
業
開
始
の
有
無
を
含
め
、
今

蜃
め
て
書
す
る
こ
差
し
た
。

バ
タ
ー
ン
原
発
は
マ
ル
コ
ス
i
叫
以

櫂
下
の
七
五
年
に
建
設
が
開
始
さ

れ
、
総
建
設
予
算
は
約
二
十
偉
討

で
、
出
力
は
六
十
二
万
討
ワ
ッ
ト
。

米
国
か
ら
の
責
金
値
り
入
れ
で
、
八

一
年
操
蓋
羨
3
予
定
だ
っ
た
。
し

か
し
安
全
性
や
経
斑
在
を
め
ぐ
り
池

元
や
マ
一
写
を
中
心
に
反
紐
翠
製
~

広
が
り
、
建
設
事
は
す
で
に
塁

ん
ど
完
成
し
て
い
る
が
、
量
蘊

4
/一

れ
て
い
た
。
ま
た
ア
キ
ノ
大
統
領
ほ

腐
廃
止
を
先
の
繊
り
上
げ
大
統
頓

選
の
公
約
と
し
て
お
り
、
閾
を

a

｀

が

進

め

ら

れ

て

き

た

。

＾

こ
の
た
め
今
回
の
閣
謳
も
、
ソ
連
ヽ
／

で

粗

享

鼠

塁

竪

ほ

墨

閾

匹

）

な

い

が

、

骨

、

9会
＂
＇

7
 

を
塁
℃
て
取
り
扱
い
を
攣
葺
的
に
イ

決
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
l
J

ピ

ン

初

の

原

霞

、

大

裏

対

益

北

牧

嚢
衷
妃
だ
け
で
、

9詈
ヒ

r

ぬ
ま
ま
爽
止
、
あ
る
い
は
長
姻
間

T
T

野
さ
ら
し
に
さ
れ
る
公
算
が
大
き
・

‘.o ＇ 
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視 訊ばa、I
心Jl¥りない。

言孔l＼ふの9J
r恥如`＇弘

米
海
軍
長
官
が
言
明

ー

(‘ 

し＼

.;ょ必ふ汀が
刃じ幻K'‘す
'('’うぅのI叡訊知
譴応（：ぅ飲し心妬

し1し＼さ。 ＼（くじ` ｀伊
繹碍醒＇ 19イ厄
社t且に注臥ふう。
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ーヽヽ―し
―-5

日
月
に
い
iHI
I
O
み

5
複
紅
r

i-

第

十

八

回

米

韓

安

床

協

譲

会

は

一

―

―

た

。

李

基

百

欝

相

琴

年

釈

に

呂

ル

『[
H
°註
“
←

l
"
"
"
~
n
[
­

言
は
韓
国
の
安
全
保
障
が
米
国
の
は
李
基
昌
国
眩
窓
袋
苫
養
墨
き
名
白

2竺
翠
。
米
一

安
全
保
障
に
と
っ
て
極
め
て
重
変
で
表
団
が
出
E‘

墨
江
の
朝
鮮
半
愚
p
国
が
暉
念
至
“
る
百
芍
禾
と
霊

あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
め
ぐ
る
軍
事
情
勢
に
つ
い
て
討
議
し
に
備
え
て
二
つ
の
大
会
の
安
全
擬
暉

も

に

、

今

年

秋

の

ソ

ウ

ル

で

の

ア

ジ

た

。

の

た

め

に

支

耀

宮

aこ
と
を
鶴
約
す

ア
大
会
と
八
給
の
ソ
ウ
ル
五
輪
の
特
に
今
回
の
会
議
で
論
議
の
中
心
る
と
と
も
に
、
両
国
は
早
姻
響
躙
庫

成
功
の
た
め
に
積
極
的
な
対
応
策
を
}
g
な
っ
た
の
は
、
ソ
連
と
北
朝
鮮
の
勢
の
改
鶴
と
軍
事
雹
烹
姦
傘
穿
拡

さ
っ
て
い
く
こ
と
で
合
憲
し
た
。
軍
ギ
密
箪
化
の
動
呵
共
同
声
明
は
大
宮
き
と
で
藁
し
た
。

共
同
声
明
と
ぱ
別
に
、
韓
国
国
防
澱
近
の
北
朝
壁
早
の
動
き
に
つ
い
て

幕
発
表
し
た
男
和
に
よ
る
と
、
両
一
概
械
“
軍
団
の
創
設
を
は
じ
め
と

胃
、
今
回
の
協
鵡
を
通
じ
て
、
在
す
る
主
要
部
隊
の
増
強
、
改
編
、
前

韓
米
軍
の
威
力
を
大
謳
増
強
す
る
こ
進
配
置
の
増
加
な
ど
、
韓
国
の
安
保

与
合
意
し
た
。
具
体
的
に
は
①
在
に
重
大
な
脅
威
}
U
な
っ
て
い
る
一
と

韓
釆
軍
の
火
力
、
磯
動
力
の
画
期
的
分
析
し
、
継
続
的
な
誓
戒
が
必
涙
4
-

増
強
②
ラ
ン
ス
池
対
地
ミ
サ
イ
ル
砲
い
ろ
こ
と
で
両
国
ぱ
怠
見
の
一
致
を

フィリピン

仇
細

一
へ
の
支
持
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

米
政
府
の
試
み
」
と
厳
し
く
非
離

し
て
い
ま
す
。

マ

ル

コ

ス

独

裁

崩

壊

以

来

、

初

一

し

か

し

、

ワ

イ

ン

パ

ー

ガ

ー

国

―

す

，

一

同

連

合

の

メ

ン

バ

ー

約

百

人

菜
政
府
高
官
の
一
表
敬
訪
問
，
一
防
長
官
は
、
軍
事
援
助
の
続
行
は
一
ウ
イ
ン
ハ
ー
ガ
ー
長
官
は
、
同
は
、
「
ア
メ
リ
カ
の
銃
と
弾
丸
が

を
受
け
た
約
三
十
分
間
の
会
談
で
一
「
フ
ィ
リ
ビ
ン
軍
の
強
化
と
再
編
百
干
後
、
マ
ニ
ラ
国
際
空
港
で
、
＿
マ
ル
コ
ス
独
裁
の
略
奪
と
テ
ロ
を

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
へ
の
援
助
に
不
可
欠
L

と
の
べ
、
エ
ン
リ
レ
次
の
訪
問
国
タ
イ
ヘ
の
出
発
前
、
一
支
え
て
き
た
」
「
軍
事
援
助
で
な

の
用
意
を
表
明
し
た
レ
ー
ガ
ン
米
国
防
相
、
ラ
モ
ス
参
謀
総
長
、
臨
約
五
分
問
の
記
者
会
見
を
お
こ
な
く
賠
償
を
’
ー
と
、
六
日
夜
の
マ
ニ

大
統
領
の
高
簡
が
仏
え
ら
れ
、
ア
海
空
警
窪
の
四
軍
の
司
令
官
ら
竺
ぃ
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
平
和
的
な
＿
ラ
空
港
や
七
日
の
大
統
領
マ
ラ
カ

キ
ノ
大
統
領
ぱ
、
フ
ノ
l
j
ピ
ン
が
「
両
国
の
安
全
保
障
の
問
題
に
つ
革
命
を
賞
賛
す
る
l

と
の
べ
ま
し
i
ニ
ア
ン
宮
殿
、
米
大
使
館
前
な
ど

駁
も
必
要
と
し
て
い
る
の
ば
友
好
i
い
て
」
話
し
合
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
一
で
、
抗
議
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し

国
か
ら
の
経
済
環
助
で
あ
る
・
ニ
強
一
て
い
ま
す
。
一
他
方
、
「
正
義
と
自
由
、
民
主
だ
。

調
し
ま
し
た
↑
今
回
の
訪
問
之
先
立
っ
て
レ
ー
主
義
の
た
め
の
民
族
主
義
連
合
」
当
地
の
新
聞
や
ラ
ジ
オ
は
、
反

会
談
後
、
大
統
領
報
逍
官
サ
ギ
i
カ
ン
政
権
は
、
議
会
の
承
認
を
必
(
N
A
J
F
D、
議
長
11タ
ニ
ャ
米
デ
モ
を
一
面
ト
ッ
プ
で
扱
っ
た

サ
ク
氏
は
、
米
軍
基
地
問
題
に
つ
要
と
す
る
が
、
経
済
援
助
一
億
ダ
元
上
院
議
員
）
は
、
ワ
イ
ン
バ
マ
ニ
ラ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
を
除
き
、

い
て
の
ア
キ
ノ
大
統
領
の
広
場
竺
ド
ル
、
軍
事
援
助
五
千
万
芯
計
一
ー
ガ
ー
長
官
の
訪
問
は
、
「
軍
事
ほ
と
ん
ど
が
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
畏

会
談
で
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
竺
億
五
千
万
店
の
援
助
増
加
を
申
し
援
助
の
増
加
の
申
し
出
の
よ
う
な
官
を
ト
ッ
プ
で
は
扱
わ
ず
、
や
や

と

発

表

し

ま

し

ャ

」

出

て

い

を

一

伝

え

ら

れ

ぞ

A
6

策
動
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
一
距
離
を
お
い
た
報
道
姿
勢
を
ン
H

つ

て
い
ま
す
C

釆
は
略
奪
を
償
え
」
と
抗
議
テ
モ

【
マ
ニ
ラ
七
日
増
田
紘
一
特
派
員
】
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ア
キ
ノ
大
統
領
ぱ
ヒ
日
午
前
、
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
米
国
防
長
官
と

会
談
し
、
軍
事
援
助
よ
り
も
経
済
羨
助
の
増
加
を
優
先
し
て
ほ
し

い
と
要
請
し
ま
し
た
‘
》

”
在
九

米
国
防
長
官
に

安
保
協
議
閉
幕
五
輪
成
功
に
も
協
力

米
、
在
韓
軍
を
大
幅
増
強

ア
キ
ノ
大
統
領
強
調
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■京
都
↓
依
佐
美
反
核
キ
ャ
ラ
バ
ン

五
月
十
七
日
発
北
陸
、
原
発
立
地
増

域
を
歩
く
。
二
十
四
日
に
は
名
古
屋
か

ら
依
佐
美
ま
で
二
十
八
キ
ロ
。
現
地
で

の
集
会
に
合
擁
。
主
催
：
京
都
ト
マ
連

0
七
五
・
ニ
五
五
．
―
二
六
一

怜目パ土邦告（砂0
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うりl―

●
お
っ
と
あ
ぶ
な
い
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
を
止
め
ろ
長
谷
川
き
よ
し
コ
ン
サ

ー
ト
報
告
：
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ

—
六
月
三
日
六
時
半
横
須
賃
教
育

会
館
ホ
ー
ル
主
催
：
非
核
市
民
宣
言

運
動
ヨ
コ
ス
カ
／
反
ト
マ
草
の
根
署
名

0
四
六
八
・
ニ
五

・
0
1
五
七

●
証
言
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
裁
く

証―
-Cl
者
・
・
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー

大
出
俊
（
予
定
）
六
月
二
日
（
月

）
六
時
半
労
音
会
館
主
催
：
首
都

圏
運
動

■依
佐
美
反
基
地
行
動
＊
五
月
二
十

四
日
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
愛
知
県

勤
労
会
館
報
告
：
依
佐
美
基
地
を
攻

め
る
／

C
ー
の
強
化
に
つ
い
て
講
演

・
・
武
藤
一
羊
＊
二
十
五
日
集
会
と

デ
モ
一
時
双
葉
公
演

0
五
ニ
・
七
六
ニ
・
五
―
―
八

0
三
•
四
九
八
・
六

0
九
五

1

,
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03(580JJJ11 

■長洲ーニ神奈川県知事
横訴巾巾lメ日A大通り

■横山和大横須賀市長
横須質巾小川眉J 1 1 

1 神奈川県／i

045(201)1111 

横須賀市役所

0468(22)4000 

：よせ61
前うて・一

舟』29~
ン月二太・
サニュ平テ
1+1洋イ
ト九ジのト
日ヤ人^
―^ 1びみ
時日ジと＾
:...... 1とな
開を力C

会註闘
よワジ四
る1ア鵬
寒ク太：
h‘平デ
0量国洋モ

弓92翡
四十‘
九八北主
八氏大儘
• よ西：
六び祥反
0 かネト
九けツマ
五にトア
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卑覧--~
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もうかけ和紅卜。如知社帥をや
し1lちが‘うの組h和Iq-,苅ジ` 2一Iし．
応語が（紅：：：ぅr6い湿雌

■[
几
談
じ
ゃ
な
い
よ
！
気
が
つ
け
ば
核

基
蜻
ー
上
議
谷
墓
蜻
は
い
ら
な
い
六
月

集
会
六
月
八
日
（
日
）
一
時
生
活

ク
ラ
プ
姐
セ
ン
タ
ー
歌
・
鱚
野
公

一
講
演
・
山
川
暁
夫
ス
ラ
イ
ド
、

寸
劃
な
ど
主
催
：
ウ
ド
の
会
／
生
活

ク
ラ
プ
生
協
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
六
月
上
瀧

谷
実
行
委
員
会

0
四
五
・
三
六
三
・
一
―
―
―

（
内
線
四
二
五
富
永
）

●ぶ‘')7，ゞ も暢様I
ら印行動

組l5B(B)正午
BR谷野音
主頂・・を行そ層Q
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